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（1） 平成 29 年 1 月 1 日

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

城
南
区
の
芸
達
者
が
1
年
間
の

集
大
成
を
披
露
す
る
城
南
区
高
齢

者
演
芸
大
会
が
7
月
13
日
（
水
）、

城
南
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
、
16
組
1
6
8
名
が
フ
ラ
ダ

ン
ス
や
舞
踊
、
合
唱
な
ど
趣
向
を

凝
ら
し
た
芸
で
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
は
4
月
に
発

生
し
た
熊
本
地
震
を
思
っ
た
応
援

の
横
断
幕
や
選
曲
が
目
立
つ
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
栄
え
あ
る
優
勝
を

飾
っ
た
の
は
、
生
歌
に
合
わ
せ
て
艶

や
か
な
舞
を
披
露
し
た
南
片
江
公

民
館
歌
謡
舞
踊
サ
ー
ク
ル
で
し
た
。

優勝
平成28年度 城南区高齢者演芸大会開催

歌 『ひだまりの花・お梶』
熱演賞 城南七隈福寿会第2（城南）

日舞 『あやめ踊り』
努力賞 堤公民館日舞サークル（堤）

舞
踊 『
花
板
』

南
片
江
公
民
館
歌
謡
舞
踊
サ
ー
ク
ル（
南
片
江
）

日舞 『男花』

南片江公民館民踊サークル
 ひまわり会（南片江）

フラダンス 『カマヌー』
堤丘フラダンス（堤丘）

喜びの表彰式

南
片
江
公
民
館
歌
謡
舞
踊
サ
ー
ク
ル
に
栄
冠

歌
で
酔
わ
せ
て

 
舞
で
魅
せ
て



（2）第 6 3 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
皆
様
の
参
加

と
ご
協
力
の
も
と
、
城
南

区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
諸
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
皆
様
ご
存
じ

の
通
り
我
が
国
の
高
齢

者
は
3
千
万
人
を
超
え
、

超
高
齢
社
会
と
な
り
、

社
会
の
仕
組
み
づ
く
り

や
生
き
方
に
も
大
い
に

工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
が
自
分

を
守
る
に
は
ま
ず
は
健

康
で
自
分
の
力
で
生
き

る
こ
と
が
第
一
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
一

方
で
、
私
た
ち
の
知
恵

や
経
験
を
生
か
し
た
活

動
や
社
会
参
加
の
場
が

広
が
っ
て
い
る
と
も
感

じ
て
い
ま
す
。

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
お
よ
び
各
単
位

ク
ラ
ブ
で
は
、
健
康
で
い

き
い
き
と
様
々
な
活
動
に

参
加
で
き
る
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
に
、
体
を
動

か
す
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
、
サ
ロ
ン
な
ど
の
心
を

開
く
交
流
の
場
づ
く
り
を

は
じ
め
と
し
た
、
心
身
の

健
康
づ
く
り
へ
と
つ
な
が

る
い
ろ
い
ろ
な
事
業
、
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
が
仲
間
づ
く
り
を
通

じ
た
認
知
症
予
防
な
ど
の

健
康
長
寿
に
な
る
た
め
に

役
立
っ
て
い
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

今
年
も
、
会
員
増
強
運

動
は
一
番
大
切
な
取
り

組
み
と
位
置
づ
け
継
続

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
活
動
を
も
っ
と
地
域

の
皆
様
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
参
加
い
た
だ
い
て

会
員
増
強
が
で
き
た
ら

い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
も
、
健
康
、
友
愛
、

奉
仕
の
理
念
へ
の
理
解
を

い
た
だ
き
、
皆
様
の
地
域

で
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
ま
す

ま
す
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
さ

わ
や
か
な
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
演
芸
大
会
な

ど
の
主
催
行
事
に
お
招
き

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の

お
元
気
で
生
き
生
き
と
し

た
姿
に
感
銘
す
る
と
と
も

に
、
大
変
喜
ば
し
く
思
い

ま
し
た
。

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
生
き
が
い
と
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
各
種
事

業
を
は
じ
め
魅
力
あ
る
ク

ラ
ブ
づ
く
り
や
新
会
員
の

加
入
促
進
等
の
活
動
に
日

頃
か
ら
熱
心
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
改

め
て
深
く
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。私

た
ち
の
ま
ち
城
南

区
は
、
油
山
や
樋
井
川
な

ど
の
豊
か
な
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
た
住
み
や
す
い
地

域
で
す
。
城
南
区
役
所
で

は
本
年
に
お
き
ま
し
て
も

「
豊
か
な
暮
ら
し
が
あ
る

ま
ち
・
城
南
区
」
を
目
標

に
、
皆
様
方
が
安
心
で
安

全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
職

員
一
同
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ま

ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

に
皆
様
の
豊
富
な
知
識
や

経
験
を
活
か
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
よ
り
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

貴
連
合
会
並
び
に
会
員
の

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
と
明
る
く
幸
多
い
一
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長
　
山
本
　
嚴

仲
間
と
心
身
を
健
や
か
に

城
南
区
長

　

 

梶
原
　
信
一

豊
富
な
知
識
経
験
を
力
に
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

9
月
14
日
（
水
）、
19
日

（
月
）
の
2
日
間
に
わ
た
っ

て
社
会
福
祉
施
設
訪
問
を
実

施
し
ま
し
た
。

今
回
も
「
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
飛
鳥
」
と
「
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
油
山
緑
寿

園
」
の
2
カ
所
を
訪
問
。
7

月
に
開
催
し
た
演
芸
大
会
で

上
位
入
賞
し
た
チ
ー
ム
が
手

話
ダ
ン
ス
や
舞
踊
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど
を
披
露
し
交
流
を

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
表
彰

よ
り
活
力
あ
る
シ
ニ
ア
連
を
目
指
し
て

校　区 クラブ名 増員数
鳥飼校区 五葉会 7 名
別府校区 別府団地さくら会 6 名
田島校区 第 6 桜会 7 名
七隈校区 西町第一万寿会 6 名
七隈校区 西梅林福寿会 6 名
七隈校区 梅林三丁目千歳会 5 名

昨
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
員
増
強
表

彰
、
市
老
連
会
員
増
強
特

別
賞
に
6
団
体
が
選
ば
れ

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ

の
表
彰
は
昨
年
度
5
名
以

上
の
会
員
増
を
達
成
し
た

ク
ラ
ブ
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。
来
年
度
は
皆
さ
ん

の
ク
ラ
ブ
も
受
賞
で
き
る

よ
う
、
新
し
い
仲
間
と
の

輪
が
広
が
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

日頃の功績を称える

図
り
ま
し
た
。

途
中
、
施
設
の
方
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
入
っ
た

り
、
見
事
な
演
技
に
観
客
席

か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
る
な
ど

和
や
か
な
上
演
に
。
最
後
に

は
利
用
者
の
方
も
含
め
て
全

員
で
炭
坑
節
を
踊
り
「
ま
た

来
年
も
来
る
ね
」
な
ど
交
わ

し
て
い
ま
し
た
。 

福祉施設訪問事業

入園の皆様も出演者も
みんな笑顔

油山緑寿園でのダンスの披露

発
揮
す
る
た
め
に
実
施
す

る
、
単
位
ク
ラ
ブ
女
性
部

長
研
修
会
が
11
月
4
日

（
金
）、
城
南
保
健
所
講
堂

で
実
施
さ
れ
、
55
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

城
南
区
シ
ニ
ア
連
の

女
性
会
員
の
割
合
は
65
・

3
％
を
占
め
、
女
性
部
の

活
躍
が
こ
れ
か
ら
も
ク
ラ

ブ
の
活
性
化
に
ま
す
ま
す

大
き
な
影
響
を
与
え
る
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
は
「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
～

骨
粗
鬆
症
の
予
防
～
」
と
題

し
、
管
理
栄
養
士
の
仁
木
祥

代
氏
か
ら
講
演
を
い
た
だ

き
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

生
活
の
大
事
さ
と
、
骨
粗
鬆

症
の
予
防
に
も
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
と
運
動
が
大
切
だ
と
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
1

日
の
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
コ

マ
の
絵
で
表
し
た
「
食
事
バ

ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
で
は
ク
イ

ズ
の
よ
う
な
応
答
で
研
修
が

進
め
ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
知
識
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
後
半
の
女
性

部
長
活
動
報
告
で
は
、
長
尾

校
区
と
堤
地
区
か
ら
地
域
で

バランス取れた食事で骨粗鬆症予防

の
様
々
な
取
り
組
み
や
状
況

な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

研
修
を
通
し
て
実
践
的

で
中
身
の
濃
い
意
見
交
換
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
が
知
識

を
深
め
な
が
ら
そ
の
力
を

　
平
成
28
年
度
　
単
位
ク
ラ
ブ
女
性
部
長
研
修
会
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　【将棋の部】
区　分 順　位 氏　名 棋力 年齢 校　区

有 段 戦
優　勝 妙見 　鉄也 62 二段 堤
準優勝 角田 　昭吉 73 初段 南片江
第３位 福田 　浩將 79 三段 田　島

級位戦
優　勝 牧野 　寿夫 75 １級 堤　丘
準優勝 安永 　三義 82 ３級 堤　丘
第３位 藤 　　正治 81 ３級 堤

　【特別賞】（最高齢者）
区　分 氏　名 年齢 校　区
囲 　 碁 平井 　義明 91 七　隈
将 　 棋 佐藤 　光男 91 七　隈

　【囲碁の部】
区　分 順　位 氏　名 年齢 棋力 校　区

チャンピオン戦
（五段以上）

優　勝 芥川 　浩　 79 五段 田　島
準優勝 波多江 清見 69 五段 金　山
第３位 伊藤 　正徳 77 六段 別　府

三・四段戦
優　勝 安田 　義導 73 三段 寿楽園
準優勝 有水 　雄介 71 四段 田　島
第３位 土橋 　一則 76 三段 長　尾

初・二段戦
優　勝 古賀 　郷助 84 二段 七　隈
準優勝 権藤 　公一 74 二段 田　島
第３位 札本 　壽伸 72 二段 七　隈

級位戦
優　勝 河野 　晴男 79 ３級 堤　丘
準優勝 －
第３位 －

大
会
結
果

城
南
区
高
齢
者
囲
碁
将
棋
大
会

最
高
齢
91
歳  

年
齢
幅
広
く
交
流

囲
碁
や
将
棋
を
通
し
て
交

流
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
毎

年
実
施
し
て
い
る
城
南
区

高
齢
者
囲
碁
・
将
棋
大
会

が
6
月
10
日
（
金
）、
城
南

市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
山
本
会
長
よ
り

「
こ
の
大
会
を
通
し
て
多
く

の
地
域
の
高
齢
者
同
士
の

交
流
の
場
と
し
て
活
用
し

て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
加
し
た
囲
碁
33
名
、
将

棋
15
名
は
盤
上
の
戦
い
に

火
花
を
散
ら
し
ま
し
た
。 

気迫こもった
注目の一手

七　隈
校区

全国で実施している全国一斉社会奉仕の日が 9 月 20 日に実
施され、城南区シニアクラブ連合会でも河川や神社などの清掃
活動や環境に優しい活動を 69 クラブ 1,782 名が行いました。

この運動は「きれいな地球を子どもたちへ」をスローガン
に、取り組んでおり「花のあるまち、ゴミのないまち」を目
指した美化活動、環境活動にこれからも 努めていきます。

1,782名が地域に恩返し1,782名が地域に恩返し

全国一斉社会奉仕の日
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

今
年
度
の
城
南
区
高
齢

者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
は
9
月
29
日
（
木
）、
予

備
日
9
月
30
日
（
金
）
に
実

施
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
両
日
と
も
雨
天
の
た
め

中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
10
月
4
日

（
火
）
の
城
南
区
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
運
営
委
員
会

に
お
い
て
、11
月
1
日
（
火
）

に
開
催
し
た
福
岡
市
高
齢

者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
へ
城
南
区
か
ら
32
名
を

派
遣
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

各
校
区
の
人
数
内
訳
は

次
の
通
り
で
し
た
。

熊本地震救援金

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
自

然
災
害
被
災
者
支
援
の
た
め
、
熊
本
地
震
で

被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
ふ
れ
あ
い
拠
金

か
ら
10
万
円
の
義
援
金
を
贈
り
ま
し
た
。

 

1
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。

災
害
義
援
金
と
し
て

ふ
れ
あ
い
拠
金
か
ら
10
万
円
贈
る

平
成
28
年
度
城
南
区
高
齢
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
中
止
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

・
鳥　

飼　

3
名

・
別　

府　

4
名

・
田　

島　

3
名

・
城　

南　

2
名

・
金　

山　

4
名

・
七　

隈　

6
名

・
長　

尾　

2
名

・
南
片
江　

2
名

・
堤　
　
　

3
名

・
堤　

丘　

3
名

 校区別大会出場人数 

　

10
月
20
日
（
木
）
～
25
日

（
火
）
福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館

に
て
、
福
岡
市
高
齢
者
美
術

展
が
開
催
さ
れ
、
最
終
日
の

25
日
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

城
南
区
か
ら
写
真
の
部
で

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ
の
森
﨑

て
い
子
さ
ん
の
作
品「
想
い
」

が
銀
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
福
岡
市
在
住

の
高
齢
者
に
よ
る
絵
画
や

書
、
写
真
、
工
芸
な
ど
計

１
２
２
点
の
力
作
が
並
び
、

セ
ン
ス
と
技
術
の
素
晴
ら
し

さ
に
来
場
者
の
皆
さ
ん
は
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。

「想い」

第46回福岡市高齢者美術展

銀賞
（写真の部）

森﨑てい子さん

2011 年に発生した東日本大震災では、安否確認の電
話などが最大で平常時の 50 倍以上も集中し、長時間に
わたりつながりにくい状態が続きました。

このような通信の混雑時でも家族や知人の安否確認
や、避難場所の連絡をスムーズに行えるのが「災害用伝
言サービス」です。被災地の方が自宅の固定電話宛て
に伝言を録音し、全国から確認できるものがあります。

災害用伝言サービスは、災害発生時に提供されるもの
ですが、体験利用日には実際に操作してみることもで
きます。ぜひ一度体験してみましょう。

（使い方）

「171」をダイヤルすると案内が流れる
ので、それに従って操作してください。

「あの人大丈夫かしら？」
いざという時、活用しよう

災害用伝言サービス

被災地の方が「171」を
ダイヤルすると、自宅の
固定電話の番号宛てに伝
言を録音することができ、
全国から再生できます。

【体験利用日】
●毎月1日、15日   ●正月三が日（1月1日～3日）
●防災とボランティア週間（1月15日～21日）
●防災週間（8月30日～9月5日）

銀賞を受ける
森﨑てい子さん
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私
が
別
府
2
丁
目
に
移

り
住
ん
で
46
年
に
な
り
ま

す
。
当
時
、
別
府
に
は
2
丁

目
商
店
街
市
場
が
あ
っ
て

人
通
り
も
多
く
に
ぎ
や
か

な
町
で
し
た
。

特
に
人
々
の
ふ
れ
あ

い
が
濃
く
住
み
や
す
い
町

で
あ
っ
た
こ
と
が
私
の
永

住
の
地
に
な
っ
た
要
因
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
当
時

は
、
町
内
野
球
に
参
加
す
る

程
度
で
し
た
が
当
時
の
町

内
会
長
の
呼
び
か
け
で
役

員
と
し
て
町
内
行
事
に
参

加
し
、
有
価
物
搬
出
の
立
番

が
初
り
で
し
た
。
そ
の
後
、

年
齢
相
応
に
第
2
鶴
寿
会

に
入
会
し
、
行
事
の
参
加
の

み
で
し
た
が
こ
の
間
、
先
輩

諸
氏
の
ご
逝
去
、
病
気
、
転

居
な
ど
相
次
ぎ
、
会
長
と
し

て
の
世
話
役
を
仰
せ
つ
か

り
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。早

い
も
の
で
10
年
近
く

な
り
そ
ろ
そ
ろ
引
退
を
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
当
時

は
70
名
近
い
会
員
も
今
は

43
名
（
70
歳
代
15
名
、
80
歳

以
上
27
名
）
と
な
り
超
高
齢

化
社
会
を
迎
え
、
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
の
あ
り
方
、
次
世
代

へ
申
し
送
り
な
ど
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
思
い
悩

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

1
つ
の
方
法
と
し
て
会

員
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に

し
て
お
ら
れ
る
春
秋
の
バ

ス
ハ
イ
ク
「
高
齢
者
生
涯
学

習
研
修
会
」
は
同
じ
別
府
2

丁
目
の
第
4
鶴
寿
会
と
合

同
で
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
食
事
場
所
の
選
定
、
移
動

中
の
バ
ス
内
で
の
交
流
な

ど
合
同
行
事
の
「
よ
さ
」
が

出
て
今
後
も
続
け
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
超
高
齢
化
に

伴
い
遠
距
離
バ
ス
ハ
イ
ク

は
無
理
で
は
な
い
か
と
考

え
さ
せ
ら
れ
る
状
況
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
同
時
に

行
事
参
加
の
促
進
は
も
と

よ
り
「
お
は
よ
う
」「
こ
ん

に
ち
は
」
に
始
ま
る
日
常

平
成
28
年
度
よ
り
新
任

会
長
に
な
り
ま
し
た
。
前
任

の
朝
原
会
長
は
長
い
間
活
躍

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
人

の
希
望
が
あ
り
交
代
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
単
位
ク

ラ
ブ
会
長
（
友
丘
老
人
ク
ラ

ブ
高
砂
会
）
も
2
年
し
か
経

験
の
な
い
新
米
会
長
で
す
。

金
山
校
区
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
は
松
山
1
丁
目

（
松
寿
会
）
36
名
、
松
山
2

丁
目
（
芙
蓉
会
）
60
名
、
金

山
団
地
（
風
雪
会
）
46
名
、

金
山
団
地
分
譲
（
金
山
桜

会
）
42
名
、友
丘
5
丁
目
（
高

砂
会
）
53
名
、
友
丘
6
丁
目

（
六
反
会
）
52
名
の
会
員
総

数
2
8
9
名
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

活
動
は
毎
月
1
回
（
第
1

ま
た
は
第
2
土
曜
日
）
老
人

憩
い
の
家
に
お
い
て
定
例
会

を
開
き
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
報
告
、
区
シ
ニ
ア
連
や

自
治
協
か
ら
の
連
絡
、
相
互

の
相
談
等
の
確
認
を
し
て
い

ま
す
。

金
山
公
民
館
、
金
山
小
学

校
が
活
動
の
中
心
で
す
が

各
ク
ラ
ブ
か
ら
い
ず
れ
も

坂
を
上
っ
て
集
ま
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
た
め
、
高
齢

の
方
々
に
は
少
々
負
担
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し

か
し
運
動
の
つ
も
り
で
参

加
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

集
合
活
動
は
9
月
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会（
区

大
会
出
場
者
予
選
を
兼
ね

る
）、
10
月
の
健
康
づ
く
り

教
室
、正
月
の
三
社
参
り（
香

椎
宮
、
筥
崎
宮
、
太
宰
府
天

満
宮
）
が
主
で
公
民
館
で
の

ダ
ー
ツ
同
好
会
等
様
々
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

各
ク
ラ
ブ
単
位
で
は
奉

仕
活
動
と
し
て
公
園
清
掃
、

会
員
親
睦
の
た
め
の
バ
ス
ハ

イ
ク
ま
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ
等
、
参
加

者
も
多
く
盛
ん
に
行
っ
て
い

ま
す
。
特
例
と
し
て
は
松
山

2
丁
目
（
芙
蓉
会
）
で
は
毎

月
映
画
鑑
賞
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

年
は
み
ん
な
で
仲
間

づ
く
り
を
や
ろ
う
と
の
意
気

込
み
で
各
町
自
治
会
の
皆
様

の
協
力
を
得
て
努
力
す
る
1

年
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

地
域
を
あ
げ
て
仲
間
づ
く
り

�

　
会
長
　
内
原
　
悟
（
77
）

金
山
校
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
に
つ
い
て

�

　
会
長
　
岸
川
　
春
雄
（
85
）

別
府
校
区
　
第
2
鶴
寿
会

の
「
声
か
け
運
動
」
が
大
事

で
あ
る
と
思
い
ま
す
し
「
ふ

れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
組

織
、
町
内
会
等
と
の
連
携
に

よ
る
「
独
居
老
人
」
の
皆
さ

ん
に
は
も
と
よ
り
高
齢
者

へ
の
「
声
か
け
運
動
」
を
さ

ら
に
促
進
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
な
年
代
で
あ
る
と
痛

感
し
て
い
る
昨
今
で
す
。

幸
い
、
老
人
ク
ラ
ブ
世
話

役
役
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
会
長
の
職
務
を

務
め
て
お
り
ま
す
が
、
老
人

ク
ラ
ブ
創
設
以
来
、
半
世
紀

を
迎
え
る
第
2
鶴
寿
会
の

よ
き
伝
統
を
次
世
代
に
申

し
送
り
た
い
と
念
願
し
て

お
り
ま
す
。
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別
府
校
区
は
別
府
小
学

校
を
中
心
に
し
て
周
り
は
城

南
区
役
所
、
保
健
所
、
七
隈

線
と
生
活
環
境
も
よ
く
、
と

て
も
住
み
や
す
い
町
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
行
事
と

し
て
ま
ず
1
月
に
太
宰
府
天

満
宮
に
行
き
ま
す
。
こ
れ

も
好
評
で
、
1
0
0
名
近

く
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
ま

す
。
帰
り
に
福
岡
の
有
名
な

菓
子
店
の
工
場
に
寄
り
、
で

き
た
て
の
お
菓
子
を
試
食
し

ま
す
。
こ
れ
で
ま
た
土
産
品

が
増
え
ま
す
。

ま
た
校
区
の
大
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
7
月
第
1
土
曜
日

に
校
区
演
芸
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
舞
踊
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ

ス
、
マ
ジ
ッ
ク
と
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
く
1
日
を
過
ご

し
ま
す
。
ま
た
お
土
産
と
し

て
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う
と
ゴ
ミ

袋
を
渡
し
ま
す
が
と
て
も
喜

ん
で
く
れ
ま
す
。
あ
と
は
小

学
2
年
生
の
孫
た
ち
み
た
い

な
子
ど
も
た
ち
と
芋
の
苗
植

え
、
芋
掘
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー

と
意
気
投
合
し
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

5
月
、
9
月
に
開
催
す

力
を
奮
い
起
こ
し
活
動
楽
し
む

�

　
鍋
岡
　
秀
子
（
66
）

別
府
校
区
　
第
三
鶴
寿
会

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
は
元
気
な
体
に
感
謝
し
な

が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
10
月

は
バ
ス
ハ
イ
ク
に
年
に
1
回

で
す
が
高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
参
加
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

1
年
間
い
つ
の
間
に
か

時
間
が
過
ぎ
て
い
き
何
か
を

や
る
と
い
う
こ
と
は
老
体
に

む
ち
を
打
っ
て
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、
続
け
て
い
く
と

い
う
こ
と
も
意
義
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

敬老会
紹　介

クラブの

9
月
18
日
（
日
）、
た

の
し
み
会
の
敬
老
会
は
、

25
名
が
町
内
の
集
会
所

に
午
前
11
時
に
集
合
し
、

集
会
所
美
化
活
動
を
実

施
し
、
12
時
か
ら
食
事

会
を
行
い
ま
し
た
。

全
員
楽
し
み
に
し
て
い
た
城
南

区
ま
ち
ふ
れ
ク
ラ
ブ
の
会
長
・
浦
上

会
長
　
濱
崎
　
敏
幸

長
尾
校
区「
た
の
し
み
会
」と「
長
尾
第
一
長
老
会
」

の
楽
し
い
敬
老
会
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

た
の
し
み
会

恵
美
子
さ
ん
た
ち
3
名
に
よ
る
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

南京玉すだれ

マジックショー

女
性
部
長
　
小
田
　
美
代
子

長
尾
第
一
長
老
会

9
月
15
日
（
木
）、
会
員
40
名
、

来
賓
の
方
々
と
敬
老
会
を
い
た
し
ま

し
た
。

お
客
さ
ん
は
小
さ
く
可
愛

い
園
児
さ
ん
で
す
。
近
く
の

こ
ば
と
幼
稚
園
と
長
年
、
老

人
ク
ラ
ブ
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
と
交
流
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
入
園
式
、
卒
園
式
、
秋

に
は
運
動
会
、
お
団
子
作
り

の
お
手
伝
い
に
行
き
ま
す
。

敬
老
会
に
は
、
年
長
さ
ん

30
名
く
ら
い
が
来
て
、
歌
を

歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
、
私
た
ち
の
ひ

孫
と
同
じ
可
愛
い
お
子
さ
ん
が
「
長

生
き
し
て
ね
」
と
小
さ
い
お
て
て
で

肩
も
み
し
て
ふ
れ
あ
い
。
あ
り
が
と

う
、
あ
り
が
と
う
と
涙
が
出
そ
う
で

と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

帰
り
に
は
「
私
た
ち
の

運
動
会
を
見
に
来
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
ど
け
な
い
字
で
お

手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
っ
て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き

で
し
た
。

今
年
も
盛
大
に
お
祝
い

し
、
詩
吟
、
余
興
等
盛
り
だ

く
さ
ん
の
楽
し
い
ひ
と
と
き

の
敬
老
会
で
し
た
。

可愛い子どもたちとの交流
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7
月
17
日
～
19
日
、
2
泊

3
日
で
「
初
め
て
の
富
士
登

山
」
に
参
加
。
一
度
は
行
き

た
い
と
の
思
い
が
か
な
っ
た
。

沖
縄
か
ら
広
島
ま
で
の
各

地
か
ら
、
上
は
77
歳
か
ら
下
は

小
学
校
5
年
生
の
33
名
が
全
員

登
頂
し
た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
も
今

ま
で
の
ツ
ア
ー
で
全
員
登
頂
は

初
め
て
と
、
涙
を
流
さ
ん
ば
か

り
に
感
激
さ
れ
た
。

私
は
、
7
合
目
と
8
合
目

で
眼
下
の
雲
を
か
き
分
け
て

く
る
2
度
の
ご
来
光
の
素
晴

ら
し
さ
に
感
動
。
ま
た
、
苦

し
い
思
い
も
し
た
が
、
お
鉢

巡
り
も
な
ん
と
か
達
成
し
た
。

「
富
士
登
山
は
50
歳
ま
で

に
」
と
の
テ
レ
ビ
報
道
も
認

識
し
て
い
た
が
、
人
の
多
さ
、

外
国
人
の
多
さ
に
は
「
ビ
ッ

ク
リ
ぽ
ん
」
で
、
こ
の
貴
重

な
体
験
を
子
ど
も
や
孫
に
も

伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

皆
さ
ん
、
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
の
皆
様
方
は
仕
事
を
リ
タ
イ

ア
さ
れ
、
加
入
の
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
会
員
の
方
で
何

か
ご
趣
味
を
お
持
ち
で
し
ょ
う

か
。男

性
の
方
は
ゴ
ル
フ
に
行

か
れ
て
い
る
こ
と
は
良
く
お
聞

き
し
ま
す
。
そ
し
て
Ｏ
Ｂ
会
、

親
し
い
友
人
と
の
飲
み
会
、
久

し
ぶ
り
の
同
窓
会
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
カ
ラ
オ
ケ
も
！ 

私
は

現
役
の
時
は
踊
り
と
社
交
ダ
ン

ス
。
妻
は
嫌
が
っ
て
い
ま
し
た

け
ど
ね
（
今
は
他
界
し
て
い
ま

す
）
で
す
が
、
社
交
ダ
ン
ス
は

個
人
レ
ッ
ス
ン
も
受
け
て
い
ま

し
た
が
熱
心
に
通
い
過
ぎ
た

か
、
膝
が
悪
く
な
り
教
師
の
紹

介
で
、
ハ
リ
治
療
ま
で
し
ま
し

た
が
完
治
せ
ず
、
や
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。
舞
踊
は
途
中
や
め

ま
し
た
が
静
か
な
動
き
だ
け
に

す
れ
ば
可
能
で
す
の
で
十
数
年

や
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
詩
吟

と
コ
ー
ラ
ス
で
す
。
ピ
ア
ノ
の

先
生
と
飲
食
し
た
折
、
あ
な
た

の
よ
う
に
多
趣
味
の
方
は
初
め

て
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
公
民
館

で
は
「
さ
わ
や
か
教
室
」
と
「
男

の
料
理
教
室
」月
1
回
で
す
が
、

楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
舞
踊

に
し
て
も
詩
吟
・
コ
ー
ラ
ス
で

も
必
ず
発
表
会
な
る
も
の
は
あ

り
ま
す
の
で
気
は
抜
け
ま
せ

ん
。そ

れ
と
、
毎
年
、
福
岡
市
立

中
央
市
民
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
、

博
多
盆
仁
和
加

大
会
を
見
に
行

く
の
も
楽
し
み

の
1
つ
で
す
。

今
年
の
に
わ
か
で
印
象
に

残
っ
た
1
句
を
紹
介
し
ま
す
。

「
即
席
に
わ
か
」
で
お
客
さ

ん
か
ら
の
要
望
で
作
る
に
わ
か

を
1
句
。

お
題「
西
鉄
バ
ス
の
連
節
バ
ス
」

「
手
荷
物
バ
、
い
っ
ぱ
い

も
っ
と
う
が
、
あ
の
バ
ス
に

乗
っ
て
良
か
ろ
う
か
」「
そ
り
ゃ

あ
、
良
か
く
さ
、
連
節
バ
ス
の

こ
と
じ
ゃ
け
ん
、荷
台
（
2
台
）

は
あ
る
」
と
解
答
さ
れ
、
さ
す

が
！ 

に
わ
か
士
（
師
）
と
思

い
ま
し
た
⋮
⋮

人
生
に
お
い
て
そ
の
様
々

な
経
験
や
体
験
を
生
か
し
な
が

ら
、
い
つ
も
前
向
き
に
付
き

合
っ
て
い
る
所
で
す
。
良
く
も

悪
く
も
日
々
の
感
謝
を
忘
れ
ず

趣
味
を
通
し
て
面
白
く
、
楽
し

く
人
生
を
送
れ
た
ら
幸
せ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
世
の
中
、
面
白

く
行
き
（
生
き
）
ま
っ
し
ょ
。

え
ぇ
！ 

原
稿
用
紙
3
枚
終

わ
っ
た
、
そ
れ
で
は
お
し
ま
い

（
4
枚
）
だ
～
。 

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

別府校区　別府第四鶴寿会
� 会長　土生　弘行（76）

僕の楽しか人生

鳥
飼
校
区
　
中
浜
団
地
老
人
ク
ラ
ブ
す
み
れ
会

�

竹
堂
　
義
夫
（
72
）

2
0
1
6
年
夏 

71
歳
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

随
分
昔
に
買
っ
た
登
山
靴

で
の
挑
戦
だ
っ
た
た
め
、
7

合
目
の
山
小
屋
の
方
が
靴
の

劣
化
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
り
、

応
急
処
置
を
し
て
い
た
だ
き

無
事
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
た
。
見
た
目
に
は
な
ん

と
も
な
か
っ
た
が
、
気
付
か

ず
に
登
っ
て
い
た
ら
と
ん
で

も
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た

と
思
う
と
今
で
も
ゾ
ー
っ
と

す
る
。
改
め
て
、
山
小
屋
の

方
に
感
謝
す
る
と
同
時
に

し
っ
か
り
し
た
点
検
の
大
切

さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

遠
く
か
ら
眺
め
る
の
も
良

し
、
登
っ
て
み
る
の
も
良
し
。

さ
す
が
日
本
一
の
山
、
好
天
に

も
恵
ま
れ
、
念
願
を
か
な
え
る

こ
と
が
で
き
、
忘
れ
ら
れ
な
い

良
い
思
い
出
と
な
っ
た
。
感

謝
、
感
謝
。 

念願の富士登山
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高
齢
化
・
少
子
化
が
進
ん

で
自
治
会
の
集
会
を
開
い
て

も
共
同
体
の
機
能
維
持
が
難

し
く
、
や
が
て
都
市
部
の
一

部
に
も
限
界
集
落
「
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
割
合
が
50
％
」

と
同
様
な
現
象
が
来
る
の
で

は
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
隣
人
関
係
も
希
薄
な

こ
の
時
代
、
大
き
な
自
然
災

害
な
ど
発
生
す
る
と
、
各
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
話

題
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
た
び
に
災
害
等
に
は
い

ち
早
く
全
国
か
ら
駆
け
参
じ

て
活
動
す
る
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
ま
た
日
頃
は
疎
遠

な
人
た
ち
も
互
い
に
寄
り
添

い
励
ま
し
支
え
合
う
姿
も
よ

く
目
に
映
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
自
然
災
害
な
ど
不
幸
な

出
来
事
が
あ
る
と
、
人
は
互

い
に
助
け
合
お
う
と
す
る
「
善

意
の
魂
」
が
な
ぜ
よ
み
が
え
っ

て
く
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う

と
き
、
以
前
講
話
で
聞
い
た

「
砂
漠
に
咲
い
た
花
」
を
思
い

出
し
ま
す
。

砂
漠
地
方
の
旅
に
出
か
け

「
一
木
一
草
も
な
い
一
面
の
砂

漠
に
立
つ
と
き
、
緑
に
覆
わ

れ
た
日
本
で
は
味
わ
え
な
い

も
の
を
感
じ
て
、
も
の
の
考

え
方
ま
で
変
え
さ
せ
ら
れ
る
」

と
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
同
じ
砂

漠
に
数
年
後
に
行
っ
て
み
た

と
こ
ろ
一
面
に
美
し
い
花
が

咲
い
て
い
る
。
こ
れ
は
誰
が
ど

う
し
て
咲
か
せ
た
の
か
と
聞

く
と
「
大
嵐
が
砂
と
と
も
に
遠

い
所
か
ら
花
の
種
を
運
ん
で

き
て
自
然
に
咲
い
た
の
で
す
」

と
。
で
は
ど
う
し
て
今
ま
で

咲
か
な
か
っ
た
の
か
聞
く
と

「
種
が
深
い
と
こ
ろ
に
埋
ま
っ

て
い
て
雨
が
降
っ
て
も
水
が

届
か
な
か
っ
た
」と
。
じ
ゃ
あ
、

ど
う
し
て
今
に
な
っ
て
咲
い

た
の
と
聞
く
と
「
今
年
は
今

ま
で
に
な
い
豪
雨
が
あ
っ
て
、

そ
の
深
い
種
の
と
こ
ろ
に
ま

で
水
が
届
い
た
の
だ
」
と
「
種

は
待
っ
て
い
た
と
ば
か
り
に

水
を
吸
っ
て
、
芽
を
出
し
砂
漠

一
面
に
見
事
な
花
を
咲
か
せ

た
」
と
い
う
話
で
す
。
順
調
で

温
和
な
日
ば
か
り
続
い
て
い

た
ら
、
私
た
ち
は
つ
い
大
事

な
も
の
を
忘
れ
て
一
生
を
過

ご
す
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。

地
中
深
く
埋
も
れ
て
い
た
花

の
種
が
豪
雨
に
出
合
っ
て
は

じ
め
て
芽
吹
き
花
を
咲
か
せ

た
よ
う
に
、
人
生
経
験
豊
か
な

高
齢
者
の
誰
で
も
が
胸
中
深

く
持
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
「
善

意
の
魂
」
を
、
芽
吹
か
せ
る
の

は
私
た
ち
会
員
の
役
目
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た

め
に
も
日
頃
の
基
本
活
動
「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
目
標

を
よ
り
具
体
化
し
て
根
気
よ

く
地
道
に
続
け
る
他
あ
り
ま

せ
ん
。
日
々
の「
声
か
け
運
動
」

を
通
じ
て
一
人
で
も
多
く
の

ク
ラ
ブ
仲
間
を
増
や
し
、
高
齢

者
が
自
ら
生
き
が
い
を
見
出

だ
せ
る
よ
う
な
明
る
く
て
元

気
な
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
花
」

を
目
指
し
て
仲
間
と
と
も
に

歩
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

＊：改定

砂
漠
に
咲
い
た
花金山

校
区
　
松
山
松
寿
会

�

会
長
　
辻
野
　
素
（
78
）
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鳥
飼
校
区
　
五
葉
会 

上
原
　
喜
進
（
79
）

老
い
て
な
を
齢
忘
れ
て
戦
い
の

　
　
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
玉
音
響
く

短　

歌

　
田
島
校
区
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
四
丁
目
た
し
ま
会

 

榊
　
貞
子
（
83
）

断
捨
離
と
い
え
ど
昭
和
は
す
て
き
れ
ず

芋
の
茎
手
に
せ
ば
悲
し
戦
中
派

川　

柳

俳　

句

　
鳥
飼
校
区
　
五
葉
会 

上
原
　
喜
進
（
79
）

初
霜
の
化
粧
一
村
こ
と
ご
と
く

行
く
水
に
末
を
任
せ
て
紅
葉
散
る

外
人
の
大
挙
詣
で
や
神
の
留
守

　
田
島
校
区
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
四
丁
目
た
し
ま
会

 

榊
　
貞
子
（
83
）

初
詣
で
飴
湯
炊
く
人
も
と
農
夫

文
学
の
少
女
時
代
や
焼
野
原

文
芸

　
田
島
校
区
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
四
丁
目
た
し
ま
会

 

榊
　
貞
子
（
83
）

島
原
の
湾
上
に
煌ひ
か

る
七
ツ
星

　
　
海
辺
の
ホ
テ
ル
シ
ニ
ア
の
旅

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

平
成
28
年
6
月
12
日
、
私

た
ち
鳥
飼
花
ク
ラ
ブ
は
、
千
葉

県
立
「
柏
の
葉
公
園
」
で
行
わ

れ
た
第
27
回
全
国
「
み
ど
り
の

愛
護
」
の
式
典
で
「
み
ど
り
の

愛
護
功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表

彰
」
を
受
賞
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
公
園
で

の
植
樹
祭
に
も
参
加
し
、
桜
の

木
を
植
樹
し
た
。
私
た
ち
の
近

く
で
式
典
に
ご
出
席
さ
れ
て
い

た
皇
太
子
ご
夫
妻
も
植
樹
を
な

さ
っ
た
。
植
樹
の
後
は
、
伝
統

芸
能
の
獅
子
舞
を
楽
し
み
、
集

い
は
終
了
し
た
。

私
た
ち
「
鳥
飼
花
ク
ラ
ブ
」

は
鳥
飼
校
区
内
に
あ
る
、
樋
井

川
沿
い
の
ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
、

北
公
園
、
中
公
園
、
南
公
園
は

じ
め
町
内
周
辺
を
道
行
く
人
々

が
楽
し
め
る
よ
う
四
季
折
々
の

花
を
植
え
て
管
理
し
て
い
る
。

特
に
夏
の
水
や
り
や
草
取
り
は

き
め
細
か
な
対
応
が
必
要
で
ク

ラ
ブ
の
全
員
が
交
代
で
当
番
表

み
ん
な
で
守
る
花
の
あ
る
美
し
い
街

全
国「
み
ど
り
の
愛
護
」の
つ
ど
い
で
受
賞

鳥
飼
校
区
　
風
車
会
　（
鳥
飼
花
ク
ラ
ブ
会
長
）

�

会
長
　
中
島
　
茂
行
（
84
）

を
作
り
管
理
し
て
い
る
。
花
の

苗
や
肥
料
、
そ
の
他
用
具
な
ど

に
必
要
な
費
用
は
、
大
半
を
自

治
協
議
会
か
ら
の
支
援
で
運
営

し
て
い
る
。

お
陰
で
、
1
年
中
な
ん
ら

か
の
花
が
咲
き
、
花
の
あ
る

街
を
保
っ
て
お
り
、
道
行
く

方
々
か
ら
感
謝
の
言
葉
も
い

た
だ
い
て
い
る
。
会
員
は
老

人
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
大

半
で
、
年
々
高
齢
化
し
て
い

る
の
が
実
情
で
、
若
い
方
の

参
加
を
待
っ
て
い
る
。

花クラブハミングロードの手入れ

みどりの愛護のつどい記念植樹

投稿大募集！

会員文芸 短歌・俳句・川柳

投稿
ひろば

旅行の思い出や、最近感動したこと
今だから話せる失敗談など、なんでもOK！

活動
紹介

校区やクラブの活動紹介
我がクラブの名物会長・会員さんなど

趣味コーナー 絵や写真、書など趣味をご紹介！

渾身の一枚 若い頃や思い出の写真を募集

次号の「ふれあい」（7月15日発行）では
皆様からの寄稿をお待ちしております。

※縦書き原稿用紙400字詰め、２枚以内
※クラブ名、氏名、年齢、連絡先を明記のこと

〒 814-0192　
城南区鳥飼６‒1‒1 城南区役所１階
城南区シニアクラブ連合会事務局
 TEL：092-833-4107

宛　先

11ページには、中島さんが所
属する鳥飼花クラブが手入れ
しているハミングロードを含
むウォーキングコースを紹介!
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こ
の
た
び
は
「
ふ
れ
あ
い
」
の
発
行
に
あ

た
り
ま
し
て
広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
発
行
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

編
集
後
記

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

酉
年
の
今
年
は
「
飛
躍
の
年
」
と
な
る
予

感
が
し
ま
す
。
皆
様
に
も
よ
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
皆
様

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
催
し
を
開
催
し
て

い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
の
「
ふ
れ
あ
い
63
号
」
で
は
多
く
の

活
動
紹
介
や
文
芸
作
品
を
寄
稿
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
城
南
区
の

ご
協
力
で
、
活
動
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
情
報
も
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
の
皆
様
の
表
現
の
場

と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
俳
句
、
川
柳
、

短
歌
、
詩
、
随
筆
、
紀
行
文
な
ど
分
野
は
問

い
ま
せ
ん
。
紀
行
文
や
随
筆
な
ど
に
は
写
真

を
貼
り
付
け
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
皆

様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
広
報
部
一
同

第１回
城南区
ウォーキングコース
樋井川リバーサイドコース

城南区内には13のウォーキング
コースが設定されています。コースも
気軽に挑戦できるものから傾斜のある
チャレンジコースまで様々。皆さんそ
れぞれ自分に適したコースを見つけて
歩いてみてはいかがですか。
このコーナーでは、城南区のウォー
キングコースを実際に歩いてみて見つ
けたものとともにご紹介します。

鳥
飼
橋
か
ら
樋
井
川
沿
い
に
友
泉
亭

橋
ま
で
歩
く
コ
ー
ス
で
す
。
樋
井
川
沿

い
の
四
季
折
々
の
花
を
眺
め
な
が
ら
生

き
物
た
ち
の
姿
も
楽
し
め
ま
す
。
初
心

者
で
も
歩
き
や
す
い
コ
ー
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。

田
島
橋
付
近
は
交
通
量
が
多
い
の
で

横
断
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

福岡市指定無形民俗文化財
に指定されている田島神楽
が毎年 7月に奉納されてい
る。イチョウやクスなど福
岡市の保存樹が多数ある

ひざに優しいクッション性のある歩道。所々
にベンチがあり、休憩しながら歩くことも

城南区内の小学生の協力で集め
られた約14万個の空き缶が内
部に詰まったリサイクルの橋

たもとには空き缶型の
タイムカプセルがある

【
樋
井
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
コ
ー
ス
】
大
濠
公
園
〜
友
泉
亭
公
園

川
沿
い
に
季
節
の
移
ろ
い
感
じ
歩
く

田島八幡神社

ハミングロード

色鮮やかな
花たち

中島会長を筆頭に、鳥
飼花クラブの皆さんが
ハミングロードの花壇
を手入れしています。

イ
オ
ン

塩屋橋

大濠公園

友泉亭公園で
ゴール！

大濠公園から
スタート！

金桜橋

【コース内容】
大濠公園～友泉亭公園
3.2㌔　約 40分



第 6 3 号  ふ れ あ い （12）

「城南区シニアクラブ連合会 ふれあい」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されています

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

（12）

城南区シニア教養講座（写真教室）

市
植
物
園
に
て
撮
影
会
を
実
施

し
、
白
や
ピ
ン
ク
の
コ
ス
モ
ス

や
バ
ラ
の
花
、
可
憐
に
飛
ぶ
蝶

の
姿
ま
で
皆
さ
ん
思
い
思
い
の

ア
ン
グ
ル
で
写
真
に
お
さ
め
て

い
ま
し
た
。

旅
行
や
お
出
か
け
の
時
な
ど
、

ふ
と
し
た
瞬
間
に
ち
ょ
っ
と
し

た
コ
ツ
を
踏
ま
え
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
こ
と
で
い
つ
も
と

違
う
世
界
を
切
り
取
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

 

ま
た
今
回
参
加
さ
れ
た
方
は
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
作
品

展
や
美
術
展
で
作
品

を
披
露
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

撮
る
楽
し
さ
肌
で
感
じ
て

毎
年
恒
例
の
城
南
区
シ
ニ

ア
教
養
講
座
（
写
真
教
室
）
が

9
月
23
日
（
金
）、
10
月
7
日

（
金
）、
21
日
（
金
）
の
3
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
も
講
師
を
福
岡
市
美

術
連
盟
会
員
の
西
園
禮
三
氏
に

依
頼
し
初
心
者
で
も
分
か
り
や

す
い
カ
メ
ラ
や
写
真
の
基
礎
知

識
か
ら
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
撮

り
方
ま
で
丁
寧
に
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
7
日
は
福
岡

撮った写真を講評

愛らしいベゴニア 芳しいバラ

写
真
撮
影
の
コ
ツ
を
説
明

【開催期間】 平成29年1月23日（月）～27日（金）
【開催場所】 城南区役所1階「まちかど文化ひろば」

※なお、出展の募集は 12 月までに終了しております

城南区高齢者文化作品展

　城南区内にお住まいの方々による絵画、書、
写真、工芸の４部門の作品を展示いたします。
どうぞおいでください。


